
公立大学法人秋田県立大学教員募集要項 

１． 職名及び人員 教授 1名 

２． 所属 システム科学技術学部 知能メカトロニクス学科（本荘キャンパス） 

３． 専門分野 先進ロボットシステム、電気エネルギー応用基盤、先進エレクトロニクスの各研究分野のいずれかに関連す

る研究経歴と実績を有し、自動運転、遠隔制御システム、ロボット・ドローンの制御、電気エネルギー、情報

通信技術、電力応用、電子材料、電子デバイスなど、広く知能メカトロニクス分野の未来を先取りするような

新しい研究・教育に意欲を持って取り組める方を求めます。 

４． 担当授業科目 （学 部） 各研究分野関連科目、システム科学応用、キャップストーンプロジェクト、セミナー、 

卒業論文指導など 

  （大学院） 大学院講義、セミナー、修士論文指導など 

５． 応募資格 (1)博士の学位を有し、研究上の業績を有すること 

(2)当該分野の教育と研究に熱意を持ち、地域貢献にも意欲があること 

(3)国籍は問わないが、日本語が堪能なこと 

(4)採用が決定した場合、確実に着任できること 

６． 採用予定日 2026年4月1日 

７． 勤務条件等 (1)身分 

(2)給与 

(3)勤務 

(4)任期 

(5)定年 

公立大学法人職員 

職位・業績・職務内容に応じた年俸制（本学給与規程による。） 

裁量労働制 

5年の任期制（再任は勤務成績により判断するが、再任回数に制限なし。） 

67歳 

８． 応募書類 (1)履歴書（本学所定の様式1＊による。） 

(2)研究業績書（本学所定の様式2＊による。）研究業績は、①学術論文（査読付き）、②国際会議発表論文(査

読付き)、③その他に分類して記載してください。また、主要なもの5編に○をつけてください。 

(3)主要論文5編（コピー可） 

(4)これまでの研究、教育及び社会活動（地域貢献を含む。）の概要（1,000字程度） 

(5)教育に対する抱負（1,000字程度） 

(6)研究・地域貢献に対する抱負（1,000字程度） 

(7)応募者について意見を求めることができる推薦者2名の氏名と連絡先 

(8)科研費等外部資金獲得の実績がある場合は、過去5年間における獲得状況の一覧 

注)＊印：履歴書（様式1）及び研究業績書（様式2）については、ホームページ 

（https://www.akita-pu.ac.jp/about/saiyo/）をご参照ください。 

９． 応募締め切り 2025年9月24日（水）必着 

10． 選考方法 (1)第一次選考 提出書類審査、学部選考委員会による面接（模擬授業を含む） 

(2)第二次選考 プレゼンテーション、学長・副学長による面接 

※第一次選考及び第二次選考の面接はオンラインで実施する場合があります。 

※対面にて面接を実施する場合の旅費等は自己負担となります。 

11． 応募書類の提出先及び問い合わせ先 

 提出先： 

 

 

 

 

 

 

問合せ先： 

〒015-0055 秋田県由利本荘市土谷字海老ノ口84-4 

秋田県立大学システム科学技術学部 教員選考委員長 西田 哲也 

TEL：0184-27-2000（本荘キャンパス代表） 

郵送※1またはJREC-IN Portal Web 応募※2 

※1封筒の表に「知能メカトロニクス学科教員応募書類在中」と朱書きし、簡易書留で送付してください。 

※2必要書類を添付してください。 

応募書類は返却しません。 

秋田県立大学システム科学技術学部 知能メカトロニクス学科長 能勢 敏明 

TEL：0184-27-2106(ダイヤルイン) 

12． その他 本学は、女性の職業生活における活躍の推進に関する法律に基づき、女性活躍のための支援、環境整備に努め

ており、女性研究者の積極的な応募を歓迎します。 

    （次世代育成支援対策推進法及び女性活躍推進法に基づく公立大学法人秋田県立大学一般事業主行動計画： 

                         https://www.akita-pu.ac.jp/up/files/www/about/houjin/keikaku/20250404_koudou03.pdf) 
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今回の公募で求める人材像 

 
知能メカトロニクス学科は、機械、電気電子、情報通信分野を統合する重要な分野です。将来の分野

の発展に鑑み、知能メカトロニクス学科では令和 8 年度に将来的な教育研究方針に照らし合わせて講

座体制の見直しを行います。知能メカトロニクス学科に広く関連するいずれかの分野を専門とし、大学

における教育・研究や地域貢献に意欲をもって率先して取り組める教授として、向上心のある適格な人

材を求めます。 

 

各領域に関しての具体的な人材像は以下の通りです。 

 

［教育］ 

知能メカトロニクスを構成する学問分野である機械工学、電気電子工学、数学等の基礎科目を中心に

教育を行うことができる人材を求めます。  

 

［研究］ 

最近の社会的要求により、クリーンエネルギー化、脱炭素、省エネルギー等の課題解決に向けて、広

い学問分野を融合した複雑な知能化システムを取り扱うことが必須になっています。知能メカトロニ

クス学科に関連するいずれかの専門分野において、先端的研究に意欲を持って取り組める人材を求め

ます。 

 

［地域貢献］ 

秋田県の人口減少問題に対処していくためには、工業・農林業・エネルギー・輸送機等の産業分野

において新事業の創出と、既存の事業を含めて、その拡大・発展に携わる人材の育成が必要です。特

に、秋田県の重点施策になっている風力発電、航空機電動化、自動運転等の取り組みは、電気エネル

ギーを取り扱う様々な技術開発が必要であり、県立大学として地域が取り組む課題に対して何らかの

形で貢献できる人材を求めます。 

 

 

本学は、女性の職業生活における活躍の推進に関する法律に基づき、女性活躍のための支援、環境整備

に努めており、女性研究者の積極的な応募を歓迎します。 

 



知能メカトロニクス学科
大講座・グループ構成（予定）

機械工学と電気電子工学に関する広い専門知識を有し、これらの技術分野を統合して

形成されるメカトロニクスシステムを、システム思考に基づいて設計・開発でき、日本・地

域における産業の将来に貢献できる実践的な技術者を育成します。

R8年度

知能メカトロニクス講座

●先進ロボットシステム研究グループ

センサやアクチュエータおよび産業向け高性能制御手法の開発と、高齢者介護や産業

用ロボット等への応用研究を行っています。各種力学、制御工学などを総合し、人間の生

活、環境、産業に寄与する、ロボットシステムの研究開発に取り組んでいます。

また、農業支援、鳥獣害対応ロボット等への応用研究を行っています。各種力学、電子

工学、人工知能などを統合し、人間の生活、環境、産業に寄与する、知能化機械の研究

開発に取り組んでいます。

●電気エネルギー応用基盤研究グループ

液体水素や液体空気を用いた、エネルギー貯蔵技術開発等の再生可能エネルギーの

有効利用に関する研究を行っています。また、低速大トルクのバーニアモータ等の高性

能モータの開発、そしてプラズマアクチュエータ等の電気エネルギー応用を研究していま

す。さらに、無線通信用の増幅器やアンテナ、電磁ノイズの減少方法、線形制御系の設

計・解析や知的最適化等の研究をしています。

●先進エレクトロニクス研究グループ

環境エレクトロニクス、エネルギー変換分野に関する材料・プロセス・デバイス・回路の

研究として、ナノカーボン材料を用いた熱電・光電変換、高効率環境発電・無線電力伝送

に関する研究を行っていいます。また、液晶材料の超高周波デバイス・光デバイス応用

に関する研究を行っています。さらに、地域の研究開発を支援するための共同研究も積

極的に行っています。
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